
1．単元の目標
住吉川の環境について調べたり、その保全に向けた活動に協働して取り組んだり
することを通して、環境保全に関する具体的な取組について考え、環境を守る活
動を続ける人々や組織の意図や願いを理解するとともに、住吉川とのつながりを
意識しながら行動したり生活したりできるようにする。

総合的な学習の時間 事例３
キーワード「思考・判断・表現」の評価、児童の学習の姿と見取り

小（中）学校 総合的な学習の時間 事例を通した評価の具体例
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料小学校P63~71

単元名
「川の美しさを取り戻そう」第４学年

内容のまとまり
「環境」（全70時間）

Ｐ63



２ 単元の評価規準
Ｐ63



３ 指導と評価計画（70時間） Ｐ64



４「思考・判断・表現」の評価
具体事例①

①評価の場面
地域の住吉川を探検する体験活動を通して、子供たちが川の問題状況を把握し、そこでの
気付きを出し合い共有する中で、自分たちが解決を目指す課題をつくり出すことをねらった
場面である。

②学習活動における児童の姿と評価の結果
【評価規準「思考・判断・表現①】

住吉川の上流と中・下流の様子の比較から、河川の状況と生物との関わりについて課題を
設定するとともに、解決に必要な調査方法を明確にしながらフィールドワークの計画を
立てている。
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４「思考・判断・表現」の評価

課題カードの記述より

A児は、住吉川の探検を通して川が汚れている状況を捉えている。
さらに、川の上流ではホタルが見られたことから、生き物の存在をもとに川の状態の違いを捉えている。
川やホタルの様子について興味をもち始めた段階ではあるが、「河川の状況と生物との関わりについて
課題をつくりだした」段階には至っていない。A児同様、多くの子供たちが、中流や下流では見られない
ホタルが上流でのみ見られることに気付いている状況があったことから、ホタルの生態について調べる
ことにした。
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４「思考・判断・表現」の評価

振り返り（課題カード）からの評価

A児は、体験活動での気付きと、ホタルについて調べたことやホタルを増やす活動に取り組む大人の存在等を知ったこ
とを関連付け、「ホタルをもっと増やすことができるように、汚れている川を自分たちの力できれいにしたい」という
思いをもった。このような思いの実現に向け、振り返りには、ホタルのえさとなるカワニナの生息状況を調べることで、
河川と生物との関係を明らかにしようと見通している。こうした姿から評価規準に示す資質・能力が育成されていると
考えることができる。
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４「思考・判断・表現」の評価
具体事例②

①評価の場面
児童は、住吉川に関する必要な情報を、観察、実験、見学、調査、探索、追体験等を
行い収集する。その際、情報収集の手段を児童自ら選択したり、課題解決のために必要な
情報を収集し蓄積したりするなどの姿が期待される。

②学習活動における児童の姿と評価の結果
【評価規準「思考・判断・表現②】

住吉川の現状をよりよく理解するために必要な情報を、調査する対象に応じた適切な方法で
収集している。
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対話の内容から、子供たちは「川をきれいにするための活動を進めるために川の様子を再度調べる」
という目的に照らして、「調べる内容」と「対象」に応じた「方法」を考えていることがうかがえる。
情報収集の方法を自ら選択することが、自覚的な情報収集につながることになる。

このような活動になるまでの教師の発問と
児童のやり取りは、「『指導と評価の一体化』のための
学習評価に関する参考資料 小学校」ｐ６５～６７を参考にしてください

「水や川の周辺の汚れとその程度」

「周辺住民の関心」「今までの取組」を調べること
を確認し、そのための方法を話し合うことにした。

４「思考・判断・表現」の評価

具体事例②の場面

Ｐ67



４「思考・判断・表現」の評価
調査シートからの評価

B児は、一連の情報収集活動から川の現状を捉えるとともに、川が汚れる原因を見いだし考察
している。「汚れている川をきれいにするため」には、「自分たちの家から出る生活排水」を
見直す必要があると考え、家庭における生活排水について詳しく調べることや、地域の人にも
知らせるという活動の方向性についても言及している。このような一連の学習過程を見通した
振り返りの記述から、評価規準に示す資質・能力が育成されていると考えることができる。
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5  評価方法
Ｐ66～71



多様な評価方法や評価者による評価を適切に組み合わせることが重
要である。
例えば、発表やプレゼンテーションなどの表現による評価
話合い、学習や活動状況などの観察による評価
レポート、ワークシート、ノート作文、論文、絵などの制作物によ
る評価
ポートフォリオを活用した評価
評価カードや学習記録などによる児童・生徒の自己評価や相互評価
教師や地域の人々等による他者評価 など

5 評価方法
児童・生徒の成長を多面的に捉えるために

参考



探究的な学習で見いだすことができる児童・生徒の姿
・事象を捉える感性や問題意識が揺さぶられて、学習活動への取組が真剣になる ・身に付けた知識及び技能を活用し、その有用性を実感する。
・見方が広がったことを喜び、更なる学習への意欲を高める。 ・概念が具体性を増して理解が深まる。
・学んだことと自己を結び付けて、自分の成長を自覚したり自己の生き方を考えたりする。「文部科学省 小・中学校学習指導要領解説」より抜粋
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参考探究的な学習における児童・生徒の学習の姿


